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※2017年度以前に入学した方が対象の科目です。2018年度以降に入学した方は履修登録できません。
※�2019年度からの科目内容が大幅に見直しされます。「心理学研究法Ⅰ・Ⅱ」の学習に着手した方は2018
年度中の単位修得を強く推奨します（最終単位修得期限：2020年度）。2019年度以降の「心理学研究法
A・B」の単位修得に際しては、2019年度以降の課題内容にもとづいてレポート提出・スクーリング受
講を行っていただくため、合格したレポート課題やスクーリング受講が無効になることがあります
（ｐ.13参照）。

科目の概要

■科目の内容　	
　この科目は、心理学において使われる代表的な研究の方法について、基本的な理解を図ることを目指し
ています。代表的な方法の一つである「実験法」については、別に「心理学実験Ⅰ」、「同Ⅱ」として科目
が設定されており、さらに「心理学研究法Ⅰ」において、観察法、面接法、質的分析、質問紙法の 4つに
ついて学習します。この科目では、検査法に関する理解と調査法のデータ分析（心理統計）に関する理解
を図ることを目的とします。

■到達目標　	
　 1）知能検査・発達検査・性格検査の概要と留意点を説明できる。
　 2）手順にのっとって統計的仮説検定の一連の流れを自ら実施することができる。
　 3）心理学研究及び研究法を用いる際の倫理を理解し、これからの学修に生かすことができる。

■教科書（「心理学実験Ⅰ・Ⅱ」と共通）　	
　 1 �）高野陽太郎・岡　隆編『心理学研究法―心を見つめる科学のまなざし　補訂版』有斐閣アルマ、

2017年（補訂版でなくても可）
　 2）『福祉心理学科スタディ・ガイド〔第 3版〕』東北福祉大学（第 3版でなくても可）
（最近の教科書変更時期）2017年10月
※教科書配本方法については「心理学実験Ⅰ」の教科書欄ｐ.49～50をご覧ください。
（スクーリング時の教科書）スクーリング時は教科書は使用しません。

■「卒業までに身につけてほしい力」との関連　	
　心理実践力を身につけるため、とくに、「総合的な人間理解力」、「根拠に基づく情報発信力」、「批判

心理学研究法Ⅱ ～2017 科目コード FB3509
単位数 履修方法 配当年次 担当教員

2 SR 2年以上 中村　　修・平川　昌宏
柴田　理瑛
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的・創造的思考に基づく問題発見・解決力」を身につけてほしい。

■単位修得方法　	
　①�スクーリング受講＋② 1 単位めレポート（課題 1）（スクーリング時に持参）合格＋③ 1 単位めレ

ポート（課題 2）（スクーリング受講中、または指定された期日まで提出）＋③ 2 単位めレポート
（スクーリング受講後に提出）合格にて単位を修得します。

■科目評価基準　	
　 1単位めレポート評価10％＋ 2単位めレポート評価50％＋スクーリング評価40％

スクーリング

■スクーリング受講条件　	
※この科目はスクーリング受講が必須です。
　⑴　スクーリング申込締切日までに、福祉心理学科専門必修科目・専門選択必修科目・専門選択科目Ａ

群のなかから 7科目分のレポート（ 4単位科目は 4課題などその科目の全てのレポート）を提出して
いること（実験科目を含めて可、特講科目などＳ科目は含められない）。

　⑵　スクーリング事前学習をすませてくること。『福祉心理学科スタディガイド』Ⅲ章を読み、要約レ
ポート＝レポート課題 1単位めの課題 1を作成し、スクーリング初日開始時間に提出すること。

※課題の内容については、ｐ.81～82「レポート課題」「アドバイス」を参照してください。

■スクーリングで学んでほしいこと　	
　 1・ 2コマめで検査法全般に関する講義を行い、 3・ 4コマめに心理統計の基礎に関する講義を行いま
す。さらに、 2日めには、χ2検定やｔ検定、相関分析といった基本的な検定法・データ分析法について
の講義を行います。その中で、統計的仮説検定の一連の流れや各検定法・分析法について、さらには、結
果のまとめ方などについてより実践的な理解を目指すために、パソコンの統計処理ソフトをデータ例にも
とづいて操作することも行っていただきます。

▲

心理検査法について
　・心理検査法とは　検査法実施上の留意点
　・知能検査（ウエクスラー系・ビネー系）の概要と留意点
　・発達検査の概要と留意点
　・�性格検査（Ｙ－Ｇ性格検査など質問紙法、ロールシャッハテスト・ＴＡＴなど投影〔映〕法、作業検

査法）の概要と留意点

▲

心理統計について
　・�心理統計学の基礎についての講義（仮説演繹法、実験的研究と相関的研究、心理統計がなぜ必要か、
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サンプリングと剰余変数の統制、統計的仮説検定の流れなど）
　・統計処理（有意差検定、相関分析等）についての講義（解説）と演習

■講義内容　	

回数 テーマ 内　容 担当教員

1 心理検査法① 知能検査法と発達検査法の概要と留意点 平川

2 心理検査法② 性格検査法（質問紙検査法及び投影法）の概要と留意点 平川

3 心理統計① 心理統計の基礎 平川

4 心理統計② 統計的仮説検定とその手続きの概要説明 平川

5 心理統計③ 質問紙調査法に基づくデータ処理の概要説明 柴田or中村or平川

6 心理統計④ 記述統計についての講義と演習 柴田or中村or平川

7 心理統計⑤ 相関・連関についての講義と演習 柴田or中村or平川

8 心理統計⑥ 有意差検定についての講義と演習 柴田or中村or平川

■講義の進め方　	
　配付資料と板書を基にした講義と、統計処理実習等の個人作業を行います。
　特に 5～ 8 回目では、χ2検定やｔ検定、相関分析といった基本的な検定法・データ分析法についての
講義と実習を行います。具体的には、ある仮説を確かめるために計画された架空の調査研究及びその調査
によって得られた架空のデータを用います。そのデータに対して、実際に統計処理ソフトSPSSを使って
「χ2検定」「ｔ検定」「相関分析（無相関検定）」を行います。そして、その分析結果に基づいて仮説が支
持されたかどうかの判断をするという課題をしていただきます。

■スクーリング　評価基準　	
　事前課題の提出状況30％と、事後課題の提出および採点70％によって評価します（この科目はスクーリ
ング試験は実施しません）。

■スクーリング事前学習・事前課題（学習時間の目安： 5～10時間）　	
　受講生は本冊子の「心理学研究法Ⅱ」のページ（ｐ.77～83）をよく読んできてください。
　さらに、スクーリング事前学習として、 1 単位めレポート（課題 1）「要約レポート」が課されていま
す。「要約レポート」はスクーリング初日に必ず持参してください（郵送しないこと）。

■スクーリング事後課題　	
　この科目の 1単位めレポート（課題 2）は、スクーリング期間中または終了後決められた期限必着で提
出してください。
　 2単位めのレポートは、原則としてスクーリング受講後に提出してください。
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レポート学習

■在宅学習 9のポイント　	

回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント

1

心理学研究法
Ⅰレポート作
成のためのヒ
ント①
（教科書 2）
Ⅲ章20）

「桶屋の清兵衛」という物語を通し
て、心理学的な研究計画の立て方を
学ぶ。
キーワード：仮説、独立変数、従属
変数

心理学的な研究を行う上で最も基本となる
のは、問いを立てて仮説を考えることで
す。「桶屋の清兵衛」というストーリーを
通して、仮説の立て方、独立変数・従属変
数の設定、仮説の検証について学び、それ
ぞれについて説明できるようになりましょ
う。

2

心理学研究法
Ⅰレポート作
成のためのヒ
ント②
（教科書 2）
Ⅲ章21）

物理的には測定できない構成概念の
測定方法について学ぶ。
キーワード：構成概念、質問紙、構
成概念の具体化、評定尺度法

心理学では身長や体重のように実体がある
ものだけでなく、雰囲気のように目に見え
ないもの（物理的には測定できないもの）
を測定することがあります。このような構
成概念を測定する際のプロセスについて学
び、説明できるようになりましょう。

3

検査法
週刊誌やテレ
ビの“心理検
査”は科学的
か
（教科書 1）
第12章）

週刊誌やテレビで取り上げられる心
理検査と専門家が利用する検査法の
比較から、専門家の利用する心理検
査の背景にある理論を理解する。
キーワード：ロールシャッハテス
ト、臨床心理学、投影法、妥当性

週刊誌やテレビで取り上げられる心理検査
と、専門家が利用する心理検査の比較か
ら、科学と疑似科学の違いを理解し、特色
を説明できるようにしましょう。検査法に
おける理論的背景を理解しておくと、次回
以降で学習する妥当性や信頼性についての
理解が容易になるでしょう。

4

妥当性の検証
と信頼性の評
価
（教科書 1）
第12章）

検査の妥当性を検討する過程を理解
し、妥当性と信頼性の違いについて
学ぶ。
キーワード：仮説検証、妥当性検
証、収束的証拠、弁別的証拠、信頼
性

検査の妥当性や信頼性を満たす条件につい
て整理しながらそれぞれの特徴についてま
とめると理解しやすいでしょう。週刊誌や
テレビで取り上げられる心理検査は妥当性
や信頼性を満たしているかについて考えて
みましょう。

5

検査得点の解
釈と標準化
（教科書 1）
第12章）

検査を実施・解釈するにあたって、
検査得点（素点）の標準化と検査手
続きの明確化について学ぶ。
キーワード：規準、規準集団、パー
センタイル順位、標準得点、検査の
標準化

心理検査によって得られた素点を解釈する
には、あらかじめたくさんの人に心理検査
を実施して得たデータを利用して、解釈の
ための基準を作成する必要があります。こ
の点について理解できると、専門家が利用
する心理検査とそうでない心理検査の弁別
がより容易になるでしょう。

6

心理検査法に
関する研究
（教科書 1）
第12章）

心理検査に関連した研究を学ぶこと
で、近年の心理検査をめぐる発展に
ついて理解する。
キーワード：紙筆式検査、個別式の
検査、テスト理論、相関の希薄化、
項目反応理論、項目特性曲線

近年、心理検査に関連する研究領域では、
紙筆式の検査だけでなくコンピュータや項
目反応理論を利用した検査法の開発が進め
られています。このような発展は検査者・
被検査者にとってどのような利点があるか
について自分なりに考えてみましょう。
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回数 テーマ 学習内容・キーワード 学びのポイント

7

結果の解釈
一般化をめぐ
る問題②
（教科書 1）
第15章）

心理学の実験によって得た結果を一
般化する際に問題となる事象を通し
て、実験的研究の限界と実験結果の
妥当な解釈について学ぶ。
キーワード：母集団、標本、無作為
抽出、剰余変数

実験的研究では、母集団（第16章参照）の
性質を実験結果（標本）によって推定する
際に、しばしば問題が生じます。多くの実
験では大学生を対象としていますが、その
実験結果を人類全体に適用することはでき
るのでしょうか。教科書を熟読し自分なり
に考えてみましょう。

8

統計的分析①
記述統計
（教科書 1）
第16章）

得られたデータの特徴を図表や、数
値を用いて的確・効率的に把握する
ための方法を学ぶ。
キーワード：平均値、標準偏差、相
関係数、外れ値

ここでは、実験によって得られた加工前の
データから、そのデータの特徴や傾向を見
出すための基本的な分析方法を学びます。
平均や標準偏差など基本的な概念について
自分なりに整理し、説明できるようになり
ましょう。

9

統計的分析②
推測統計と統
計的検定
（教科書 1）
第16章）

得られたデータに対して統計的分析
を行うことの意味と実際に行う際の
留意点について学ぶ。
キーワード：推測統計、統計的検
定、有意水準

実験条件間の平均値などについて、見た人
の主観的な判断によって「差がある・差が
ない」などと解釈が異なることはなぜ問題
なのかを考えてみましょう。また、このよ
うな問題を防ぐために使用される、統計的
検定の基本的な考え方について理解しま
しょう。

■レポート課題　	

1 単位め

　課題 １は、スクーリング初日開始時間に提出してください。課題 2は、スクーリング受
講中、または受講後指定された期日までに提出してください。
課題 1 �　『福祉心理学科スタディガイド』Ⅲ章を読み原則的な研究の流れについて要約レ

ポートを作成しなさい。その際、「独立変数」「従属変数」「仮説」「構成概念」とい
う 4つの用語を必ず用いること。

課題 2 �　当日わたされたデータを講義内容をふまえ統計的手法を用いて分析し、その結果
をわかりやすく整理した後、仮説が支持されたか否か検討しなさい。

2 単位め
原則としてスクーリング受講後に提出すること
　パーソナリティ検査における質問紙法・投影法・作業検査法の特徴について述べ、代表
的な検査をそれぞれ 1つずつ解説しなさい。

※提出された 2単位めのレポートは添削指導を行い返却します。

■アドバイス　	

1単位め
課題1
アドバイス

　この課題は、スクーリング初日開始時間に提出してください（事前郵送は不可。必ず当日
持参）。
　要約レポートの作成要領は下記のとおりです。

 1 ）A 4 判用紙（または原稿用紙）使用 1 ,000字以上 ワープロ･パソコン可（手書きも可）。 1 行めに
学籍番号・氏名を記載。返却はいたしませんので、コピーを手元に残しておいてください。

 2 ）要約は、文中太字の語句を中心にまとめてください。また、「独立変数」「従属変数」「仮説」「構成
概念」という 4つの用語を必ず用いてください。書式は自由（箇条書きや図解の使用も自由）です。
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 3 ）この要約レポートはスクーリングの講義内容の理解を深めるための予習にあたるものですので、自
分なりの理解でまとめてください。

1単位め
課題2
アドバイス

　この課題は、スクーリング受講中、または受講後指定された期日までに提出してくださ
い。提出用紙はスクーリング実施中に配付します。
　レポート課題では、具体的な研究例のデータに対して、

　・その研究の仮説を確認する
　・仮説の検討に用いる分析手法を選択する
　・SPSSを用いて実際に分析する
　・�SPSSの分析結果を読み取り、どういう結果が得られたかを文章と表でわかりやすくまとめる
　・仮説が支持されたか否か結論をくだす
という作業を一人で行い、レポートにまとめていただきます。
　多くの受講生にとっては、何のために統計処理をするのか、また、その結果は何を意味しているかとい
うことについては、ほとんど知識がなく戸惑うことが多いのではないかと予想されます。その点について
も、スクーリング中に説明しますので、講義をきちんと聴くということと、ある程度予習をして「統計
学」ということについても基礎的な学習をしてくることを期待しています（前述の「事前学習」参照）。

2単位め
アドバイス

　パーソナリティ検査（性格検査）は、検査の仕方によって「質問紙法」｢投影法」｢作業検
査法」などに分類されます。この課題は、まず、それぞれの方法について、その考え方、長
所と短所などを解説することが求められています。そして、それぞれの方法を使った代表的

な検査を各 1つ（合計 3つ）選んで、その検査の作成の経過、特徴、内容、実施方法、分析方法などにつ
いて説明するというのが、課題の後半部分です。
　なお、この課題は、
　⑴　質問紙法・投影法・作業検査法の特徴について述べる部分
　⑵�　それぞれの代表的な検査の各 1つについて、検査の作成の経過、特徴、内容、実施方法、分析方法

などを解説する部分
で構成する必要があります。
　 2 単位めの課題では、4,000字程度まででまとめていただいても結構です（パソコン印字の場合左右40
字×30行× 4枚まで）。
　⑴の「質問紙法・投影法・作業検査法の特徴について述べる部分」がこの課題の中心となりますので、
⑵については簡略にまとめてください。
　このレポート課題は、スクーリングの講義内容および適当な参考書を見つければ書ける内容になってい
ます。参考書入手が困難な受講生は、スクーリングの際に図書館を利用して、レポートの材料を集めてお
いた方がいいでしょう。なお、参考文献を明記することを忘れないでください。
　原則としてスクーリングを受講してから、｢ 2 単位めのレポート課題」に取り組むことを推奨します。
　 2単位めのレポートは、通常のレポート用紙に記入して、提出してください。
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